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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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1
9
8
5
年
か
ら
展
開
し

て
い
る
「
財
務
・
金
融
共
同

行
動
」（
2
0
0
0
年
ま
で
は

「
大
蔵
包
囲
総
行
動
」）
は
、

　

年
目
を
迎
え
ま
す
。

25
　

財
務
省
（
旧
大
蔵
省
）
が

行
っ
て
き
た
、
国
民
犠
牲
、

財
界
・
大
企
業
奉
仕
の
財
務
・

金
融
行
政
を
国
民
本
位
に
転

換
す
る
た
め
、
労
働
組
合
・

関
係
団
体
が
国
民
的
な
規
模

で
共
同
行
動
や
財
務
省
・
金

融
庁
お
よ
び
金
融
関
係
機
関

等
へ
要
請
を
積
み
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　

こ
と
し
も
４
月　

日
に
、

17

①
国
民
の
た
め
の
財
務
行

政
、
金
融
行
政
・
サ
ー
ビ
ス

拡
充
、
②
財
務
省
・
金
融
機

関
の
労
務
政
策
転
換
、
行
政

の
民
主
化
を
求
め
、　

の
労

27

働
組
合
・
関
係
団
体
が
結
集

し
、
財
務
省
や
金
融
庁
、
日

本
銀
行
、
全
国
銀
行
協
会
等

へ
の
要
請
を
共
同
し
て
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昼
休
み
財
務
省
前

行
動
は
、「
国
民
生
活
破
壊
の

金
融
行
政
を
や
め
さ
せ
、
地

域
経
済
と
暮
ら
し
を
守
る
統

一
行
動
」
を
展
開
す
る
「
金

融
共
闘
」（
全
証
労
協
や
全
損

保
、
金
融
労
連
等
が
参
加
）

と
共
催
で
開
催
し
ま
す
。

〈
出
題
〉九
段　

西
村　

一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉

角
と
桂
が
中
心
の
攻
め
と
な

り
ま
す
。

　
（　

分
で
二
段
）

10
日
立
製
作
所
。「
ワ
ー
ク

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
休
日
」
と
称

し
て
年
間　

日
に
の
ぼ
る
賃

12

金
カ
ッ
ト
（
３
～
５
％
）
を

計
画
▼
人
減
ら
し
・
賃
金

カ
ッ
ト
・
偽
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
の
風
潮
が
広
が
る

中
、
休
業
を
休
日
扱
い
に
し

休
業
手
当
も
払
わ
な
い
卑
劣

な
手
法
▼
会
社
の
申
し
入
れ

を
当
該
組
合
は
受
け
入
れ
た

と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。「
無

給
の
休
日
」
を
許
せ
ば
、
他

産
業
に
も
広
が
り
か
ね
な
い

と
、
日
立
で
働
く
労
働
者
有

志
は
怒
り
を
込
め
て
反
撃
に

で
た
▼
日
本
経
団
連
に
副
会

長
を
出
し
て
い
る
日
立
に
対

し
、「
日
本
を
代
表
す
る
企

業
と
し
て
社
会
的
責
任
を
果

た
せ
」
と
、
本
社
前
行
動
を

皮
切
り
に
撤
回
を
求
め
る
連

帯
行
動
が
始
ま
っ
て
い
る
。

社
長
交
代
と

同
時
に
「
業

務
改
善
に
向

け
た
事
業
構

造
改
革
」
を

打
ち
出
し
た

超勤減ってない
内部、e—Tax担当への負荷大

確

申

期

１　政府・与党は国家公務員の2009
年夏の一時金を減額する方向で検討
に入ったことをマスコミ各社に公表
―「民間企業の春の賃金労使交渉で
製造業を中心に一時金の大幅削減が
見込まれており、公務員もならう必
要があると判断」「前年夏と比べ１割
減程度とする案を軸に調整」「人勧を
踏まえた給与法を変更する異例の措
置」等と報道されている。
 
２　国家公務員給与は、地方公務員
や公務関連職場を含め300万人に直
接影響するばかりか、社会的所得決
定の基準とされている。「悪魔のサ
イクル」による官民の賃下げ・一時
金削減は、「100年に１度」といわれ
る消費不況に拍車をかけることは必
至である。

３　政府・与党が一時金削減を行う
ことは、人勧制度を根底から否定す

るばかりか、公務員バッシングそのものであり、全国税は
ただちに検討の中止を求める。同時に、法案化を許さない
取り組みを全ての労働者とともに開始する。生活苦に怒
りを持って、ともに決起することを、みなさんにも呼びか
けるものである。　　　　　　
　　　　　　　　　　　２００９年３月２９日
　　　　  全国税労働組合第４回中央執行委員会

政治主導の一時金削減に抗議

　

超
勤
を
縮
減
す
る
対
策
と

し
て
、
当
局
は
局
・
署
間
応

援
等
を
拡
充
し
ま
し
た
が
、

要
員
不
足
は
解
消
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、「
２
・

３
・
０
・
３
・
２
時
間
」
等
々

の
長
時
間
超
勤
は
減
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
内
部
や
e
–
T

a
x
担
当
者
は
早
朝
出
勤

し
、
さ
ら
に
１
時
間
以
上
遅

く
残
ら
ざ
る
を
得
な
い
実
態

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

受
付
終
了
時
刻
５
時
ま
で

に
固
執
し
た
た
め
、
特
に
３

月
に
入
る
と
相
談
は
連
日
６

時
以
降
ま
で
く
い
込
み
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
審
査
等
に

回
る
職
員
が
減
り
ま
し
た
。

　

受
付
後
い
き
な
り
Ｐ
Ｃ

コ
ー
ナ
ー
に
案
内
し
、
代
打

ち
す
る
―
利
用
率
ア
ッ
プ
に

奔
走
す
る
傾
向
が
全
国
各
地

で
一
段
と
強
ま
り
ま
し
た
。

　

1
.
5
倍
に
増
や
し
た
Ｐ

Ｃ
を
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
代
わ
り

に
使
い
、
来
署
者
の
６
～
７

割
を
「
e
–
T
a
x
申
告
」

に
し
た
署
も
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
や
っ
て
も
ら
っ
た

と
、
当
然
の
よ
う
に
代
打
ち

を
求
め
る
相
談
者
も
多
く
、

常
態
化
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

e
–
T
a
x
の
二
元
的
事

務
処
理
、
く
わ
え
て
来
署
型

e
–
T
a
x
も
含
め
た 
3

週
間
以
内
還
付
が
重
く
の
し

か
か
り
、
長
時
間
超
勤
の
要

因
に
。
さ
ら
に
3
週
間
還
付

は
管
理
部
門
の
超
勤
を
前
倒

し
で
増
加
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

来
署
型
の
３
週
間
還
付
は

外
す
べ
き
と
の
声
は
強
く
、

当
局
は
こ
う
し
た
声
に
真
摯

に
応
え
る
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
e
–
T
a
x
利
用

者
に
申
告
書
・
決
算
書
を
送

付
し
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
る

ト
ラ
ブ
ル
・
混
乱
等
々
に
つ

い
て
、
不
安
視
す
る
声
が
出

て
い
ま
す
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

庁
当
局
は
、「
シ
ス
テ
ム

改
善
と
ヘ
ル
プ

デ
ス
ク
体
制
拡

充
で
署
に
迷
惑

を
か
け
る
こ
と

は
減
っ
た
」「
確

申
電
話
セ
ン

タ
ー
拡
充
等
に

よ
り
、
署
へ
の

電
話
も
大
幅
に

減
少
し
た
」
と

説
明
し
ま
す
。

　

全
体
と
し
て

署
へ
の
電
話
が

減
り
、
審
査
検

算
・
相
談
に
回

れ
る
職
員
は
増

え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
セ

　

賃
金
引
き
上
げ
と
雇
用
確
保
で

　
　
　
　

内
需
主
導
型
の
景
気
対
策
を

　

３
月　

日
、
政
府
と
人
事

23

院
は
国
公
労
連
・
全
国
税
の

要
求
に
対
す
る
最
終
回
答
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
回
答

は
、「
社
会
一
般
の
情
勢
に

適
応
さ
せ
る
原
則
の
下
で
行

わ
れ
る
人
勧
制
度
を
尊
重
」

（
政
府
）、「
情
勢
適
応
の
原

則
に
基
づ
き
、
民
間
給
与
の

実
態
調
査
・
精
確
な
比
較
に

よ
る
適
正
な
公
務
員
給
与
の

水
準
確
保
」（
人
事
院
）な
ど
、

従
前
回
答
に
固
執
す
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
人
事
院
は
、
一
時
金

に
つ
い
て
あ
え
て
厳
し
い
状

況
を
強
調
し
、
動
向
を
注
視

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
夏
の
人

勧
を
先
取
り
し
、
一
時
金
を

引
き
下
げ
る
議
論
が
強
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
人
事

院
が
こ
う
し
た
政
治
的
圧
力

に
屈
し
、
従
来
の
勧
告
ル
ー

ル
を
一
方
的
に
変
更
・
改
悪

す
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
ま

す
。

　

国
公
労
連
・
全
国
税
は
、

圧
力
を
伴
う
「
要
請
」
に
抗

議
す
る
と
と
も
に
、
中
立
・

公
正
性
の
確
保
、
労
働
基
本

権
制
約
の
代
償
機
能
と
い
う

責
務
を
持
つ
人
事
院
は
、
毅

然
と
し
た
対
応
を
行
う
こ

と
、
最
低
賃
金
と
と
も
に
社

会
的
所
得
決
定
の
基
準
と
さ

れ
て
い
る
人
勧
の
機
能
を
踏

ま
え
た
積
極
的
対
応
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

　
　

＠　

＠　

＠　

＠　
　

　

春
闘
の
回
答
状
況
は
、

「
ベ
ア
ゼ
ロ
」
や
定
昇
見
送

り
、
一
時
金
大
幅
カ
ッ
ト
な

ど
賃
金
抑
制
を
図
る
財
界
の

攻
撃
が
強
ま
り
、「
昨
年
と

比
べ
、
ケ
タ
違
い
に
厳
し
い

状
況
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
労
連
・
全
国
税
は
、
内

需
主
導
型
の
景
気
対
策
を
徹

底
し
て
追
求
す
る
た
め
、
政

府
・
財
界
に
緊
急
対
策
を
求

め
る
「
４
・　

中
央
行
動
」

22

成
功
へ
全
力
を
あ
げ
る
と
と

も
に
、
４
月　

日
を
第
３
次

28

の
集
中
回
答
日
に
設
定
し
、

交
渉
等
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。
同
時
に
、
生
活
保
護
基

準
を
下
回
る
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
を
め
ざ
し
、
４
月
か

ら
数
波
に
わ
た
る
統
一
行
動

を
展
開
し
、
粘
り
強
く
要
求

実
現
を
迫
っ
て
い
き
ま
す
。

5
時
ま
で
ダ
ラ
ダ
ラ
相
談
受
付

e-
T
a
x
の
2
元
処
理
・
3
週
間
還
付

要
員
不
足
は
解
消
せ
ず

ン
タ
ー
に
電
話
が
つ
な
が
り

に
く
い
経
験
を
し
た
納
税
者

が
直
接
署
に
電
話
を
か
け
て

く
る
状
況
も
生
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
電
話
セ
ン
タ
ー
で

は
連
日
1
0
0
本
超
の
応
対

に
追
わ
れ
、
息
つ
く
間
も
な

い
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―　

年
春
闘
期
に
お
け
る
政
府
・
人
事
院
回
答
を
受
け
て

09 25年の歴史を刻む
財務・金融共同行動

4月15日　東海、17日　東京、近畿で展開

ネックは
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生
命
と
健
康
大
丈
夫
？

【
東
京
・
玉
川
分
会
】

　

年
末
か
ら
１
月
に
か

け
、
東
京
局
で
７
名
の
現

職
死
亡
が
報
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

原
因
は
、
２
名
が
自
殺

（
理
由
不
明
）、
５
名
が
疾

病
に
よ
る
も
の
で
、
う
ち

３
名
が
心
筋
梗
塞
な
ど
突

発
性
の
病
気
で
す
。

精
神
的
・
肉
体
的
に
緊
張

と
大
き
な
負
荷
が
か
か
る

日
は
続
き
ま
す
。

　
（
追
記
・
今
年
に
入
っ
て

自
殺
者
は
３
名
、
普
通
科

研
修
生
を
加
え
る
と
４
名

を
数
え
、
尊
い
命
を
断
っ

て
い
ま
す
）

　

募
集
パ
ン
フ
に
重
大

　

誤
謬
、誇
大
広
告
？

【
関
信
地
連
】

　

国
専　

年
度
募
集
案
内

21

パ
ン
フ
は
誤
り
が
あ
る
と

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

先
輩
か
ら
の
欄
に
「
長

岡
税
務
署
長
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
が
、
国
専
6
期
の
同

氏
は
昨
年
7
月
に
退
職
。

 
退
職
し
た
人
を
、
な
ぜ
現

職
で
あ
る
か
の
よ
う
に
掲

載
し
た
の
か
。
国
税
庁
が

作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
な
ぜ
誤
り
が
発
生
し
た

の
か
、
誤
り
を
放
置
し
た

の
か
。
大
い
に
疑
問
で

す
。

　

退
職
し
た
署
長
を
登
場

さ
せ
た
の
は
な
ぜ
か
―
①

既
に
パ
ン
フ
を
作
成
し
て

い
た
の
で
辞
職
を
承
知
で

掲
載
し
た
、
②
募
集
案
内

の
予
算
が
少
な
い
か
ら
追

認
し
た
、
③
国
専
の
処
遇

が
悪
い
現
実
を
覆
い
隠
す

た
め
あ
え
て
掲
載
し
た

等
々
が
考
え
ら
れ
る
。

　

事
実
と
異
な
る
こ
と
を

掲
載
し
、
分
か
っ
て
も
回

収
・
訂
正
し
な
い
国
税
庁

の
姿
勢
は
信
用
失
墜
行
為

そ
の
も
の
だ
。

　

仙
台
局
で
も
退
職
勧

　

奨
で
不
穏
な
空
気

【
東
北
地
連
】

　

勤
続　

年
の
上
席
が
身

20

上
把
握
の
席
で
、
退
職
勧

奨
扱
い
に
し
て
も
ら
え
る

の
か
を
そ
れ
と
な
く
聞
い

た
と
こ
ろ
、
副
署
長
は
「
退

職
勧
奨
は
し
な
い
。
自
己

都
合
扱
い
と
な
る
。
勧
奨

は
も
っ
と
上
の
人
が
対
象

に
な
る
。」
と
話
さ
れ
た
と

の
こ
と
。

　

仙
台
局
で
は
こ
れ
ま

で
、「
○
月
○
日
の
退
職
勧

奨
に
よ
り
…
」
と
記
載
し

た
辞
職
願
を
提
出
さ
せ
て

い
た
。

　

副
署
長
の
話
が
事
実
な

ら
重
大
な
労
働
条
件
の
変

更
で
あ
り
、
他
の
情
報
も

集
め
て
4
月
の
局
長
交
渉

で
追
及
し
て
い
く
。

▼
い
く
ら
「
食

い
だ
お
れ
」
の

大
阪
と
い
っ
て

も
、
相
談
会
場

は
「
立
ち
飲
み

屋
」、「
立
ち
食

い
う
ど
ん
屋
」

と
は
違
う
。

立
っ
た
ま
ま
で

対
応
す
る
の

ン
タ
ー
」
そ
の
も
の
。

　

確
か
に
、
市
役
所
や
銀
行

窓
口
も
ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー
で

対
応
し
て
い
る
が
、「
住
所
・

氏
名
」
等
を
記
載
す
る
単
純

な
事
務
手
続
き
。
複
雑
な
場

合
は
（
担
当
者
も
椅
子
に
座

り
）
椅
子
の
あ
る
ロ
ー
カ
ウ

ン
タ
ー
で
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の

対
応
を
し
て
い
る
。

は
、
車
の
「
免
許
更
新
セ
ン

タ
ー
」
ぐ
ら
い
。

　

当
局
は
中
腰
指
導
に
よ
る

腰
痛
防
止
の
た
め
と
言
う
。

し
か
し
、「
1
日
中
立
ち
っ

放
し
で
足
は
パ
ン
パ
ン
」、

痛
み
の
場
所
が
「
腰
」
か
ら

「
足
」
に
変
わ
っ
た
だ
け
。

▼
ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー
方
式
も

ご
っ
た
返
す
「
免
許
更
新
セ

▼
確
申
期
が
実
質
長
期
化
し

て
い
る
要
因
は
、
年
金
所
得

者
の
申
告
増
に
よ
る
も
の
。

　

老
年
者
控
除
廃
止
と
公
的

年
金
控
除
減
額
が
原
因
で
、

受
給
者
の
せ
い
で
は
な
い
。

そ
れ
な
の
に
、「
過
酷
な
確

定
申
告
」
を
強
い
て
い
る
税

制
に
職
員
の
心
は
痛
む
。

　

行
政
も
し
か
り
、
ハ
イ
カ

ウ
ン
タ
ー
・「
巡
回
指
導
」
で

追
い
打
ち
を
か
け
る
。
親
切

丁
寧
な
対
応
を
口
に
す
る
当

局
首
脳
は
、
弱
者
の
痛
み
を

分
か
っ
て
い
る
の
か
。

▼　

年
前
に
発
せ
ら
れ
た

10
「
国
税
庁
の
使
命
」
に
、「
や

や
も
す
れ
ば
代
書
サ
ー
ビ
ス

的
な
こ
と
が
納
税
者
サ
ー
ビ

ス
と
誤
認
さ
れ
た
反
省
か
ら

…
」
と
、「
自
書
記
載
の
推

進
」
が
語
ら
れ
て
い
る
。
代

書
は
真
の
納
税
者
サ
ー
ビ
ス

で
は
な
い
と
し
た
が
、
昨
今

「
代
打
ち
」
も
容
認
、
電
子
申

告
利
用
割
合
引
き
上
げ
を
至

上
命
題
と
し
た
か
ら
だ
。

▼
「
申
告
書
が
送
ら
れ
て
こ

な
い
」
と
の
問
い
合
わ
せ
や

税
理
士
か
ら
関
与
先
の
予
定

納
税
額
の
問
い
合
わ
せ
が
例

年
以
上
に
あ
っ
た
。

　

予
定
納
税
額
や
連
絡
事
項

等
は
申
告
者
宛
メ
ー
ル
送
信

で
周
知
、
収
支
内
訳
書
等
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
済
だ

か
ら
問
題
な
い
、
と
判
断
し

て
い
る
よ
う
だ
。

　

自
宅
に
Ｐ
Ｃ
が
無
い
来
署

型
納
税
者
に
は
ど
の
よ
う
に

対
応
？　

何
も
送
ら
れ
な

か
っ
た
と
、「
手
ぶ
ら
」
で
来

署
す
る
納
税
者
が
増
え
な
い

か
が
心
配
の
種
。

▼
3
月　

日
、
銭
湯
を
営
む

12

納
税
者
が　

万
円
分
の
百
円

12

硬
貨
で
納
付
、
翌
日
も　

万
70

円
分
の
百
円
硬
貨
を
段
ボ
ー

ル
箱
に
入
れ
て
納
税
に
。
こ

の
納
税
者
は
毎
年
こ
れ
を
繰

り
返
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

銀
行
の
よ
う
に
硬
貨
を
数
え

る
機
器
も
な
く
、
ヒ
ド
イ
話

で
す
。

▼
３
月
３
日
の
雛
祭
り
は
、

家
族
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
、

ノ
ー
超
勤
デ
ー
に
し
て
い
た

が
、
全
く
無
視
さ
れ
超
勤
日

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
家

族
団
ら
ん
も
犠
牲
に
し
て
、

仕
事
に
追
い
立
て
ら
れ
る
状

況
が
正
常
と
言
え
る
の
か
。

▼
申
告
会
場
で
納
税
者
（
ア

ル
バ
イ
ト
も
）
が
倒
れ
救
急

車
の
出
動
を
要
請
し
て
い

る
。
３
回
も
要
請
し
た
署
も

見
ら
れ
ま
す
が
、
本
当
に
恐

ろ
し
い
確
申
期
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

確申期　こんな話あんな話
ヘ
ロ
ヘ
ロ
会
見
で

辞
任
し
た
財
務
大

臣
の
後
を
追
う
よ

う
に
、
副
大
臣
も

株
の
市
場
外
取
引

で
辞
任
。
ト
ホ
ホ

　管理部門は超繁忙
期ですが、個人事業者
の消費税申告も終了
し、とにもかくにも職
員、納税者のみなさま
お疲れ様でした。
　確申期中、全国各地
から寄せられた「こん
な話あんな話」の一端
を職場のみなさんに
お返しします。

案内編①
　庁ホームページで、「執務開始
時は８時30分」となっているの
に、「相談開始はなぜ9時なのか」
との苦情は多い。現場とのズレ
を修復する広報等が必要だ。
案内編②
　職員　何の相談ですか？
　納税者　確定申告や！
　職員　収入は？
　納税者　ない！
　職員　年金ですか？
　納税者　そうや！
　職員　……。分かりました、ご
案内します。（「はじめから言っ
て」と言いたいが我慢、我慢）
案内編③
　（案内したのは大柄の職員）
　職員　申し訳ございません、本
日の受付は終了しました。
　納税者　なに！まだ５時前や
ないか。
　職員　申し訳ありません、後日
お越しください。
　納税者　高い高い税金払って
いるのに。お前のご主人様はこ

の俺や、ケチ・デブ！
　職員　……。（いくら公務員と
はいえ、なんでも我慢か。人権侵
害や！）
―東京局では窓口対応に怒った納
税者が１１０番に電話（駆けつけた
警察官いわく、「行政窓口でのト
ラブルで１１０番電話する住民が増
えている」と困惑顔でした）
管徴編①
　窓口に来た納税者が、領収窓口
でいきなり現金をポーンと放り投
げる。
　納税者　はよせー！
　職員　はい、かしこまりまし
た。（何が気に食わないのか知ら
ないが、千円の納付で偉そうにし
なくても…）
管徴編②
　還付金振込の問い合わせ電話で
　納税者　いつ金を返すんや！
　職員　少々お待ち下さい、確認
します。
　（確認したところ、申告すら出
されていないことが判明、いい加
減にして！）

　

当
局
は
説
明
責
任
果
た
せ

　

平
成　

年
３
月
定
年
を

23

迎
え
る
統
括
官
（
普　

期
）

29

が
、
こ
と
し
７
月
に
辞
職
し

た
い
と
申
し
出
た
と
こ
ろ
、

当
該
署
長
は
、「
署
長
会
議

で
説
明
が
あ
っ
た
」
と
前
置

き
し
、「
定
年
前
の
７
月
に

退
職
す
る
指
定
官
職
以
外

の
職
員
に
対
し
、
退
職
手
当

法
第
５
条
の
適
用
は
な
い
」

と
説
明
―
こ
れ
は
重
大
な
労

働
条
件
の
変
更
で
あ
り
、
当

局
に
説
明
責
任
を
果
た
す
よ

う
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

庁
は
「
指
定
、
非
指
定
で

扱
い
が
異
な
る
こ
と
は
な

く
、
従
来
と
変
わ
り
は
な

い
」
と
繰
り
返
す
中
、
３
月

　

日
に
は
、「
退
職
手
当
質

19疑
応
答
集
―
退
職
勧
奨
の
意

義
」
な
る
文
章
を
手
交
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
焦
点

の
「
７
月
退
職
は
勧
奨
扱
い

は
し
な
い
」
と
い
う
現
場
の

誤
っ
た
対
応
に
、
口
を
つ
ぐ

ん
だ
ま
ま
で
す
。
応
答
集
に

は
、「
そ
の
者
の
都
合
に
よ

る
退
職
と
勧
奨
に
よ
る
退
職

と
を
明
確
に
区
分
す
る
た

め
、
…
辞
職
の
申
出
の
書
面

書
き
方
等
を
署
長
は
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
お
り
、
下
記
は
そ

の
一
例
（
東
京
局
）
で
す
。

　

重
大
な
の
は
、
５
条
の
適

用
は
な
い
と
説
明
す
る
署
長

は
、「
そ
の
者
の
都
合
に
よ

る
退
職
」と
な
る
文
面
で「
辞

職
の
申
出
」
を
書
く
よ
う

迫
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

に
つ
い
て
は
、
勧
奨
に
よ
る

退
職
で
あ
る
旨
明
ら
か
と
な

る
よ
う
留
意
せ
よ
」
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
辞
職
願
の

　
「
署
長
会
議
の
説
明
」を
ひ

た
隠
し
、「
従
来
と
変
わ
ら

な
い
」
と
糊
塗
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
大
問
題
で
す
。

　

こ
う
し
た
話
は
大
阪
局
以

外
で
も
出
て
お
り
、
徹
底
し

て
説
明
責
任
を
果
た
す
よ
う

求
め
て
い
き
ま
す
。

退職勧

奨問題

　

重
大
な
変
更
な
ら
、徹
底
追
及

【
訂
正
】　

前
号
「
北
か
ら
南
か
ら
」
の
記
事
に
つ
い
て
、

名
古
屋
当
局
か
ら
「
審
判
所
所
長
と
管
理
課
長
が
３
月　
11

日
に
熱
田
署
へ
視
察
に
行
っ
た
事
実
は
な
い
」
と
の
申
し

入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

日
昼
休
み
時
間
に
熱
田
署
職
員
（
匿
名
）
か
ら
、「
ぜ

12
ひ
取
り
上
げ
て
欲
し
い
」
と
の
電
話
が
あ
り
掲
載
し
た
も

の
で
す
が
、
当
局
か
ら
公
式
の
訂
正
申
し
入
れ
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
今
号
で
訂
正
し
ま
す
。


